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電子ファイリング装置を活用したペーパーレスシステム

一大量の文書,帳票データの効率的な運用と管理-
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EXVALADE(Exc釧entVirtua10fficeBased州0rmationNetworkingSystem;仮想事務環境電子ファイリングシステム),ワープロ(ワードプロセッサ)
OSUF(OpticalDiskSYSOUTCodeDataFilingSystem)

仮想事務環境システムを利用したオフィスシステム

パソコン(パーソナルコンピュータ)上に表示した仮想事務環境をユーザーのオフィス環境に設定することにより,オフィスに居るのと同じ感

覚でオフィスアプリケーションを利用することができる｡

オフィスでは,手書きの文書,ワープロで作成し

た文書,コンピュータから出力したリスト類など,

大量の紙を活用しながら業務活動を行っている｡オ

フィスでの本格的なべーパーレス化を達成するため

には,発生した紙を電子化して管理できる電子ファ

イリング装置の活用が重要である｡

H立製作所は,電子ファイリング装置を用いたオ

フィスでのペーパーレス化のコンセプトを提案して

いる｡提案コンセプトに基づいて,大量の文書デー

タを安価に,効率よく管理･運用できる日立の電子

ファイリング装置"HITFILE”を核とし,CSS(Clト

entServerSystem)の開発を推進中である｡

具体的な取組みとして,仮想事務環境電子ファイ

リングシステム"EXVALADE''(ExcellentVirtual

OfficeBasedInformationNetworkingSystem),

およびホスト出力帳票電子ファイリングシステム

"OSUF''(OpticalDiskSYSOUTCodeDataFil-

ingSystem)を開発した｡これらのシステムにより,

パソコン上に設定した仮想事務環境を用い,イメー

ジ文書,コード文書,ホスト出力帳票などが,紙を

扱う感覚で統合的に管理できる｡

*日､丁二製作所情報システム事業部 **日立製作所情報･通信開発本部 ***口耳システムエンジニアリング株式会社
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n はじめに

オフィスでは,ワープロ,コピー,ファクシミリなど

のOA機器が普及しており,それらを利用した情報の作

成･伝達の効率化が進んでいる｡反面,情報の作成･伝

達は紙という媒体を通して行われるため,OA機器によ

る効率化が進めば進むほど,尭氏の量の増加を招く｡オフ

ィスに内在する紙の量は,年々増加の傾向にあり,ここ

数年,オフィスでの生産性を見直す気運の高まF)ととも

に,本格的なペーパーレス化が望まれつつある｡

ここでは,電了ファイリング装置を用いたオフィスで

のペーパーレス化のコンセプトと,具体的なシステム化

の取組みについて述べる｡

白 ペーパーレスシステムのコンセプト

従来,さまざまな電･了一ファイリング装置が提案され,

それを利用したペーパーレスシステムが構築されてき

た｡限られた部門内で特殊な書類を扱う専用システムと

しては,ある程度の成功を収めてきたものの,この装置

が一般のオフィスに広がるまでには至っていない｡その

理由について以‾Fに述べる｡

(1)紙という媒体の電子化に手間がかかること

画像データを読み取るスキャナの操作,インデックス

(仮想事務環境)
①見たい文書の入ったバインダを選択

やキーワードなどの管理情報の入力に手数がかかる｡

(2)電子化すべき紙の量が膨大

過去に蓄積された紙に,時々刻々と新たに発生する紙

を加えなければならないので,膨大な量を電子化してい

く必要がある｡

(3)電子化情報の操作環境がなじみにくいこと

電子ファイリング装置が持つ独自の管理体系に合わ

せ,操作の熟練に努力と時間を要する｡

(4)電子化情報の利用場所が限定されること

装置の設置台数が少ないため,限定された利用場所で

作業しなければならないので,利用効率が悪く多人数で

使用できない｡

これらの課題を克服し,電子ファイリング装置を有効

に活用することによって,オフィスでの本格的なペーパ

ーレス化を達成できると考える｡ペーパーレスシステム

が満たすべき要件について以下に述べる｡

(1)簡易で高速な電子化手段の提供

スキャナや紙送りの高速化,管理情報の自動生成など

により,電子化の作業負荷を軽減させる｡

(2)量を問わない蓄積手段の提供

人量の追加や入れ替えが発生しても,日々の利用に影

響が出ないような大容量の蓄積を可能にする｡

(3)容易に操作できる情報利用環境の提供

(表示ドキュメント)
③ページめくりやページ指定を行いながら検索
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(バインダ画面)
②日次から見たい文書を選択

図l仮想事務環境と文書検索(EXVALADEシステムの機能概要)

バインダ形式で管理されているイメージ文書,コード文書をマウス操作で検索できる｡
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不特定多数の人が無理なく,自然な感覚で操作ができ

るヒューマンインタフェースを実現する｡

(4)幅広い情報利用拠点の提供

電子ファイリング装置のオープン化と低価格化を生か

し,ネットワーク上での利用を可能にする｡

R立製作所は,_L記の要件をペーパーレスシステムの

コンセプトとし,ユーザーに提案している｡ペーパーレ

スシステムのコンセプトに対する具体的な取組みについ

て次章で述べる｡

田 仮想事務環境電子ファイリングシステム

"EXVALADE”

EXVALADEは,簡単に操作できる電子ファイリング

システムである｡

3.1システムの特長

(1)操作性の向上

仮想事務環境の概念を導入し,机上でファイルを,取り

扱う感覚と同じ方法により,登録,整理機能を実現した｡

(2)大容量で扱いやすいこと

イメージサーバにOLU(光磁気ディスクライブラリ装

置)を接続することにより,大容量の記憶装置が提供でき

る｡また,検索用インデックスを自動的に管理するため,

登録,参照時に媒体の中身を意識する必要がない｡

(3)文書の共有と複数の検索端末

イメージサーバをLANで接続することにより,検索クラ

イアントからいつでも複数の人が同時に文書を検索できる｡

3.2 システム構成

EXVALADEの最小構成は,目立のイメージサーバ

"HITFILE6500”1台と,文書管理テーブルサーバ"3050''

検索クライアント(パソコン)をLANで接続した構成であ

る｡イメージサーバには,スキャナとOLUを接続する｡

3.3 機能概要

(1)文書登録･文書検索

イメージサーバに接続されたスキャナから,イメージ

文書が登録できる｡パソコンからはワープロ文書がリモ

ート登録できる｡登録した文書は,仮想事務環境上のバ

インダに格納される｡また,検索クライアントからバイ

ンダを開き,その中の文書を選択するだけで文書が検索

できる｡文書検索方法を図1に示す｡

(2)文書整理

登録した文書は,バインダの中で,複写,移動,削除,

文書名変更を行って整理する｡このバインダの名称や色

を変更して,棚やキャビネット上に配置して整理する｡

(3)ユーザー管理とアクセス管理

EXVALADEを使用するユーザー情報を管理するこ

とにより,それぞれの文書,バインダ,棚,キャビネッ

トにアクセス権が設定できる｡

3.4 導入効果

(1)絶賛節減

登録した文書は複数のクライアントが共用できるた

め,個人保管や文書配布のためのコピーが不要となる｡

その結果,コピー代や紙代の節約ができるだけでなく,

紙ごみの減少につながる｡

(2)情報の有効活用と業務効率向上

必要な情報が必要なときにアクセスできるため,作業

のtい断が起こ-)にくくなり,仕事全体の能率が向卜する｡

ホスト
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図2 ホスト出力帳票電子ファイリングシステム(OSUF)の構成
日立の電子ファイリングシステム"HITFILE”をサーバとするCSS構成で実現する<,

計画中

(言質石筆雲)

注:略語説明

MT(MagneticTape)

TCP/lP(Tra【SmissionControI

Protocol/仙ernetProtocol)
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巴 ホスト出力帳票電子ファイリングシステム

"osuF”

OSUFは,ホストプリンタで紙に出力されているデー

タを光ディスクに格納し検索するシステムである｡

4,1システムの特長

(1)大量帳票の長期保管運用が容易

OSUFは,磁気ディスクエミュレーション機能を利梢

して帳票データをコードデータで管理し,帳票格納枚数

を飛躍的に向上させている(5インチ光ディスクにA3帳

票約607ブ枚収納)｡また,帳票の長期保管連用が安全かつ

容易にできるように,表示に必要な制御情報も帳票デー

タといっしょに同一光磁気ディスク上に管理する方式を

採用し,表示要求時のデータの欠落を防いでいる｡

(2)大束帳票を高速に処理

OSUFは,1分間に200から300ページ登録できる性能

を持つ｡また,高速キー検索(キーの完全一致検索)機能

を利用すると瞬時に検索できる｡

(3)豊富な検索機能

帳票データを発生単位(月単位など)にファイリング

し,ページ検索,キー検索,および複数の帳票ファイル

をまたがって検索するくし刺し機能を提供している｡例

えば,毎月の取り引きデータを月単位にファイリングし

ておくことにより,当該顧客の.取り引き履歴を過去にさ

かのぼって順次検索することができる｡

4.2 システム構成

OSUFの最小構成は､帳票サーバ(口克のHITFILE

6500)と検索クライアントパソコンをLANで接続したも

のである｡また,′ト規模な帳票データに対しては,HIT-

FILE WNのスタンドアロン構成でも運何できる｡シス

テム構成を図2に示す｡

4,3 機能概要

(1)帳票鷲鈷

ホストシステムでMTに暇い上げた帳票データを,ホ

ストのコード体系で光磁乞もディスクに登録する｡菅録時

にスペースJ_1(縮を行い,驚録性能の向上とデータ量の削

減を図っている｡

(2)帳票月て葺合

登録されている帳票データを検索機能を用いて抽出

表10SUF検索作業効率比較

OS]Fでは,データ再インプットの必要がないので,業務の効率化

を図ることができる｡

｢紙+の場合 OSUFの場合

保管場所(同一フロ

アのキャビネット)

へ行く往復時間

3～5分
パソコン画面からキ

ヤビネット,帳票の
選択

数秒～

l分

帳票を探し出す｡ l～3分

欲しいページを探し
l～3分

検索(ページまたは
数秒

出す｡ キー検索)

作業時間合計 5～】0分 作業時間合計
数秒～

l分

し,書式データと合成してディスプレイに表示する｡表

示帳票にメモを付けることもできる｡

(3)帳票データ川力

表示している帳票のデータをテキストファイルなどに

出力し,ほかのアプリケーションに引き渡すことができ

る｡プリンタへの出力もできる｡

4.4 導入効果

(1)運用コストの削減

帳票用紙はもちろんのこと,印刷オペレーション,帳

票仕訳,配送および配送先での収納管理などのコスト削

減が可能である｡また,廃棄雪用も不要である｡

(2)検索作業効率の向上

紙帳票で作業する場合,持ち亡1+.し,めくり,返却など

により,作業効率が低‾Fする｡

OSUFでは,その場のパソコンから必要帳票を瞬時に

入手できる｡また,表示している帳票データが2次加_‾lニ

データとして利糊できるため,データ再インプットの必

要がなく,業務の効率化を図ることができる(表1参照)｡

8 おわりに

ここでは,オフィス文書を効率よく蓄積･管理し,簡

易なヒューマンインタフェースで検索できる二つのペー

パーレスシステムについて述べた｡

オフィスには,コミュニケーションツール,事務ノウ

ハウの蓄積手段,および種々の事務備品がある｡これら

をだれでも利用できるヒューマンインタフェースを使っ

てオフィス アプリケーション システムとして開発し,

提供していく考えである｡
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